
 

 

医学科  人材養成および教育研究上の目的 
 医学科は、生命の尊厳に基づいた全人教育を基盤として、人間性豊かな臨床医の育成、地域社会への医療奉仕、重点的総合研究体系の確立を教育研究の理念とする。この理念に沿って、豊かな人間性と指導力・協調性を備え、総合的臨床能力を発揮して広く社会の医療と福祉に貢献できる医師及び高度な知識と国際的・学際的視野を持ち医学の発展に貢献できる医学研究者を養成することを目的とする。 

 三つのポリシー  ✤アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 医学科は、「人間性豊かな臨床医の育成、地域社会への医療奉仕、重点的総合研究体系の確立」を教育理念とし、次のような人たちの入学を求めています。  1．医学を学ぶために必要な基礎学力を備えている人 2．優れた医師を目指す高い意欲と探究心を持つ人 3．医師に必要なコミュニケーション能力の高い人 4．医療を学ぶうえで主体的に判断し行動できる人 5．チーム医療に必要な指導性や協調性を示せる人 6．地域社会の医療・福祉への関心と熱意を有する人 
 ✤カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 医学科では、豊かな人間性を備え、広く社会の医療と福祉に貢献できる医師および医学の発展に貢献できる医学研究者を養成するため、次のような教育を実施します。  1．全人的医療に必要な教養と人間性を培うための教育 2．問題解決能力や創造的思考力を育むためのテュートリアル教育 3．基礎医学教育と臨床医学教育および両者の連携による統合教育 4．クリニカル・クラークシップによる臨床実習教育 5．国際医療活動や地域医療活動を経験する実践教育 

 

 

 

 



 

 

✤ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 医学科は、上記のアドミッション・ポリシーで人選し、カリキュラム・ポリシーで教育して、次のような素養・知識・能力を持った学生に学位を授与します。  1．幅広い教養と高い倫理観に基づく豊かな人間性 2．基本的医学専門知識とその臨床応用能力 3．基本的診療技術とコミュニケーション能力 4．医療に主体的に取り組み迅速に対応する能力 5．医学・医療上の疑問に対する科学的な探究心 


